
前髙 SSH 通信 魁け のバックナンバーは、前橋高校 HP よりご覧いただけます。 

 

令和 4年度 SSH成果発表会を開催しました！ 

 1月 28日(土)に本校体育館・記念館の２会場を使って開催しました。午前中に２学年 67グループ、午後に

１学年 71グループが、ポスターセッション形式で１年間の研究成果を披露しました。県内の大学等から計 16

名の講師の先生を迎えて指導・助言をいただいたほか、多くの保護者の方にもご覧いただきました。
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○発表形式 

１セットを 15 分（発表・質疑応答 10 分＋リフレ

クションシートの記入・提出 3 分＋移動 2 分）とし

て６セットの時間を設定しました。各セットの発表

担当者を決めておき、発表担当ではないときに他の

班の発表を見学しました。 

 

▲２年生の発表 

○２学年 研究テーマ（一部） 

・放置竹林の竹から調製した竹炭のエチレン吸着 

特性 

・成体のカモの V 字の編隊遊泳の理由を水流の 

観点から研究する 

・日本で発生した地震と電離圏嵐の関係 

・棋力の高い将棋 AI として最適な活性化関数は 

何か？ 

・「めぶく ID」を用いた教育プラン 

・地元への関心増を目指した郷土史”体験”学習の 

実践方法について 

・”スポーツ”で前橋をアツくする ～from downtown～ 

 

▲体育館会場の様子 

○１学年 研究テーマ（一部） 

・拒否権・ウクライナ侵攻に対する高校生の意識

とその背景 

・前橋市において求められる子育て支援とは何か 

・女性の社会進出と経済成長の関連性について 

・冷風穴の原理を用いて気温を下げる方法 

・群馬県内河川のマイクロプラスチックの採取と

含有量の分布 

・温度の変化は炭酸カルシウムとリン酸イオンの 

吸着効率に影響するか 
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▲２年生のポスター（文系） 

○講師からのメッセージ（２年） 

・研究の成果に対して、その結果が正しいという評

価を行っているものが多数あって良かった。 

・先行研究と自分の研究の違いを示しており、自分

の研究の「オリジナリティ」がわかる点が良かっ

た。 

・図から結論が見えるポスターが望ましい。文章の

補足が図ではなく、図の補足が文章というつもり

でポスターをつくるとよい。 

・ポスター見学や発表技術を学ぶには「学会見学」 

 に行くとよい。 

・実際に地域を歩いて課題を発見している点が良か

った。 

・研究の着手に至る前に、着眼点を見つけるための

リサーチに時間をかけられるとよい。 

 

 

 

 

 

     ▲閉会行事（講師への謝辞） 

〇課題研究を通じて成長した点（２年生） 

・１年時の反省点としてあげていた、「実験結果を

数値化する」ということを２年時の実験では実行

できたのでその点は評価できるものだと思う。 

・実験が失敗した原因を論理的に考察することがで

きた。 

・先行研究について情報収集の質を高めたことで、

より理論的に仮説を立てることができた。実験に

おいても、先行研究を参考に班員と協力して進め

られた。 

 

・外部に出て活動する機会を得ることでき、その中

での立ち居振る舞いや、社会の一般常識や形式に

多く触れることができ、社会人になった際に必要

なことを体験できた。 

・１年生のときには、現状における課題の構造を分

解する力が足りず、問題の本質を理解できていな

かった。今年は「前橋市の地方創生」という大枠

の中でテーマを考えたため、本当に重要な部分に

しぼって研究ができた。 

・１年生のときは調べ学習になってしまい、結論も

「評論家」になってしまったが、２年生ではイン

タビューなどを通して情報を得て、自分なりに噛

み砕いて理解し、「プレイヤー」の立場でまとめ

られた。 


